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◆１　環境経営方針

基本理念

　株式会社　ループは、建設業及び産業廃棄物処理業を通して、環境への負荷低減に積極

的に取り組み、建設工事を通じ快適な暮らしを促進し、受託した産業廃棄物を適正にリサ

イクル処理することにより、地域社会及び地球環境への影響を軽減させるため、エコアク

ション21に基づく環境経営システムを構築・運用することで環境経営の継続的改善を実施

し、次世代に継承できる環境の実現を目指します。

行動指針

１　環境経営システムを構築・運用し環境負荷の低減に継続的に取組むため、以下の事項

　　に重点的に取り組みます。

（1） 産業廃棄物のリサイクル率の向上及び適正処理

（2） 使用エネルギー（電気、ガソリン、軽油）の削減による二酸化炭素の排出量削減

（3） 水使用量の削減

（4） 環境に考慮した資機材の採用の促進

（5） 建設現場における景観及び環境保全の実施の促進

２　環境関連法規等を遵守します。

（1） どんな状況であっても、誰に頼まれても法律やルールは絶対遵守します。

（2） プロとしての誇りを持ち、不正を繕ったり隠し立てせず、正々堂々対処します。

３　全社員が環境経営システムへの理解を深め、行動します。

４　行政機関などの環境保全施策に協力するとともに、地域社会における環境保全活動

　　に積極的に参加し、社会貢献活動を推進します

５　環境経営レポートを作成し、環境への取組の状況を公表します。

令和　３年　３月１５日制定

株式会社　ループ

代表取締役　前田　光男
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◆２　組織の概要

（1）名称及び代表社名

株式会社　ループ

代表取締役社長　前田　光男

（2）所在地

本社 〒755-0086　山口県宇部市大字中宇部1734番地3　　（登記上の本社）

宇部営業所 〒755-0084　山口県宇部市大字川上高嶺1000番1

（3）環境管理責任者及び担当者氏名

環境管理責任者 山本　繁俊

（4）連絡先：

連絡担当者 山本　繁俊

TEL 0836-37-1880

FAX 0836-37-1881

E-mail loop@water.ocn.ne.jp

（5）法人設立年月日、資本金、売上高、組織図

・法人設立年月日 昭和５５年１月

・資本金 1700万円

・売上高 4.5億円

・組織図

（6）事業規模

（7）事業年度

10月1日～翌年9月30日

（8）運搬車両及び重機の種類と台数

塵芥車 2700kg 1台 バックホウ 0.10㎥ 1台

脱着装置付きコンテナ車 2000kg 2台 バックホウ 0.16㎥ 2台

脱着装置付きコンテナ車 3550kg 2台 バックホウ 0.20㎥ 2台

キャブオーバー 3500kg 1台 バックホウ 0.28㎥ 1台

キャブオーバー 800kg 1台 バックホウ 0.25㎥ 1台

ダンプトラック 3500kg 1台 バックホウ 0.45㎥ 1台

ダンプトラック 3000kg 3台 バックホウ 0.50㎥ 1台

ダンプトラック 3800kg 1台 バックホウ 0.80㎥ 2台

ダンプトラック 3750kg 1台

ダンプ軽トラック 350kg 2台

ダンプトラック 8000kg

2950.11494

323.3㎡ 323.3㎡

株式会社　ループ
本　　　社

株式会社　ループ
宇部営業所

令和４年度

2997.3

323.3㎡

令和３年度

26人

産業廃棄物　　　　　　収集
運搬量（ｔ）

令和５年度

452,240                   228,573                   

27人28人

324,627                   売上高（千円）

延べ床面積（㎡）

従業員数
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（9）積替保管施設

・積替保管場所

宇部市大字川上字高嶺996番地1

・その面積及び保管上限量、積み上げ高さ

面積 323.3㎡

保管上限量 273.02㎥

積み上げ高さ 2.6ｍ

（10）許可の状況

・一般建設業　山口県知事許可　（般-2）第9485号

許可年月日　令和2年4月21日～令和7年4月20日まで

土木、建築、大工、左官、とび・土工、石、屋根、タイル・レンガ・ブロック、

鋼構造物、鉄筋、舗装、しゅんせつ、塗装、防水、内装仕上、造園、水道施設、

解体

・産業廃棄物収集運搬業　山口県知事許可　第03516119891号

許可年月日　令和2年7月21日～令和7年7月20日まで

・産業廃棄物収集運搬業　福岡県知事許可　第04000119891号

許可年月日　令和3年2月19日～令和8年2月18日まで

・一般廃棄物処理業（収集・運搬）　宇部市長許可　（家)第248号

許可年月日　令和４年4月1日～令和６年3月31日まで

・一般廃棄物処理業（収集・運搬）　山陽小野田市長許可　指令第45号

許可年月日　令和４年6月5日～令和６年6月4日まで

※　産廃許可内容は次頁

（11） 有資格者 １級建設機械施工管理技士 ２名 １級管工事施工管理技士 １名

１級土木施工管理技士 ５名 １級舗装施工管理技士 １名

１級建築施工管理技士 ２名 ２級舗装施工管理技士 ２名

１級造園施工管理技士 ３名 解体工事施工技師 ５名

水産工学士(水産土木部門） １名 推進工事技士 ２名

（12）処理実績

・受託した産業廃棄物の処理量（収集運搬量）

合計（ｔ） 1493.6 2997.3 2950.1

品目 令和3年 令和４年 令和５年

63.6

123.5

13.7

252.3

316.4

1373.7

502.5

19.2

9.3

0.8

0.0

8.1

58.8

266.0

61.2

330.0

160.7

108.6

526.9

247.2

1300.1

222.6

18.6

11.3

32.7

24.6

0.5

1.4

9.0

95.0

185.0

522.8

-

安定型混合廃棄物

97.0

15.9

石膏ボード

462.0コン殻

廃プラ

ガレキ

木くず

アスコン殻
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◆３　廃棄物許可の内容

　廃棄物の収集運搬（積み替え保管有）

許可内容の概要 許可範囲 許可番号 許可年月日 有効期限

事
業
の
範
囲

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト

陶
磁
器
く
ず

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

が
れ
き
類

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

鉱
さ
い

厨
芥
類

家
電
製
品

資
源
ご
み

山口県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

積み替え
　保管を含む

福岡県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

積み替え
保管なし

宇部市

積み替え
　保管を含む

山陽小野田市

第04000119891号 令和3年2月19日 令和8年2月18日
収集
運搬

産業廃棄物
収集運搬業

これらは、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等
であるものを含み、特別管理型産業廃棄物であるものを除く 以上13種類
　 面積：323.3㎡　保管上限：273.02㎥　積み上げ高さ：2.6m

第03516119891号 令和2年7月21日 令和7年7月20日
収集
運搬

収集
運搬

１，一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥・汚水を除く）
２，家庭系一時多量ごみ

１，廃棄物の処理及び清掃に関する法律並びに市条例及び要綱、その他関係
     法令を遵守すること。
２，市処理施設へ産業廃棄物を持ち込まないこと。
３，要綱規定の表示をした許可車両以外を使用しないこと。
４，積荷検査等について、これを拒否しないこと。
５，その他市長の指示に従うこと。

収集
運搬

一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥・汚水を除く）

（１）山陽小野田市の分別基準に従い可燃ごみ、不燃ごみ及び資源ごみの分別
     を徹底すること。
（２）収集運搬車両については収集物の飛散落下防止措置を講ずること。
（３）事業内容の変更等必要事項が生じたときは直ちに報告すること。
（4）市外の廃棄物を搬入したときは許可を取り消します。
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廃棄物の種類

一般廃棄物収
集運搬業

（家）第２４８号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

指令第４５号 令和4年6月5日 令和6年6月4日

これらは、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等
であるものを含み、特別管理型産業廃棄物であるものを除く　　　　以上13種類



◆４　組織図（実施体制）及び認証・登録範囲（全組織・全活動）

重複あり 全 26 名

代表取締役

前田　光男

環境管理責任者

山本　繁俊

EA21委員会 安全運転管理者

1名 1名

3名 2名

EA21事務局 安全衛生推進者

積替保管 産　　廃 コプロス エコアクション
担当　土木・
解体・管理

営　業

2名 1名

解体担当 産廃担当

宇部営業所事務 本社事務

6名 4名 ２名 1名 1名 2名 ２名

解　　体

４名

全体の把握、環境管理責任者、環境経営システムを構
築・運用し、その状況を社長に報告する。

EA21事務局
EA21文書・記録類の作成及び維持・管理。
電力・水消費量・燃料等の管理

EA21委員会
3か月に１回EA21会議を開催し、環境目標の達成状況及
び活動計画の実行状況を審議する。
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所属 役割・責任・権限

代表取締役
全体統括、環境方針の設定、環境への取組を実施する
ための資源の準備、全体の評価と見直し。

環境管理責任者



◆５-1　環境経営目標と環境経営計画

　令和４年１０月～令和５年９月の目標及び中期環境経営目標

１－１

１－２

１－３

2

3

4

5

6

※　１　二酸化炭素排出係数（調整後排出係数）は、2019年度中国電力株式会社の0.585ｋｇ-CO2/kWhを用いた。

　　２　化学物質は使用していないので、目標、取組みはない。

　　３　土木部を増設したため、基準年の変更を行った。（令和4年度基準）

　環境経営計画
１　二酸化炭素排出量の削減

1

2

3

4

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

1

1

1

４　環境に配慮した資機材購入の促進

1

1

2,697       

1.29

29

2

2,817       

1.34

2

令和8年度

目　標
（－10％）

248,550    

12,241      

13,892      

81,069      

令和7年度

目　標
（－8％）

254,074    

12,513      

14,201      

令和6年度

目　標
（－6％）

27

82,871      

2,757       

1.32

28

1

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 259,597    

12,785      

14,510      

84,672      

276,167    267,882    

電気使用量

項　　　　目 単　位

令和4年度 令和5年度

基準年
目　標
（－3％）

ｋWh 13,601      13,193      

法定速度厳守

アイドリングストップの励行

省エネ運転の実施

件

L 15,436      14,973      

車両の始業前点検の実施

車両の始業前点検の実施

過積載の防止

2 2

1.39

活動項目

エアコン　冷房２８℃、暖房２０℃の設定

休憩時間、外出時パソコンの電源オフ

不要照明の消灯の徹底

軽油使用量 L 90,077      87,375      

ガソリン使用量

1.43

化学物質の使用量

廃棄物の搬出量 ｔ 2,997       2,907       

使用水量 ｍ3

５　従業員の資格取得

２　廃棄物排出量の削減
取組目標

リサイクルの促進

活動項目

現場における環境目標

乗合の励行

法定速度厳守

アイドリングストップの励行

従業員の資格取得補助 件 25 26

水使用量の削減

取組目標

環境に考慮した資機材採用の促進 2

待機電力の削減

省エネ運転の実施

従業員の資格取得を会社として補助する。

リサイクル率１００％を目指す廃棄物の適正処理

活動項目

取組目標 活動項目

環境配慮型建設機械の使用

取組目標

従業員の資格取得

３　使用水量の削減

活動項目

電気使用量の削減（３％）

軽油使用量の削減（３％）

ガソリン使用量の削減（３％）

現場での再利用

節水活動の実施

廃棄物分別の徹底

取組目標

廃棄物発生の抑制
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◆５-２　環境経営目標と実績・結果の評価

　令和４年１０月～令和５年９月）の目標と実績

１－１

１－２

１－３

2

3

4

5

6

※　１　二酸化炭素排出係数（調整後排出係数）は、2019年度中国電力株式会社の0.585ｋｇ-CO2/kWhを用いた。

　　２　化学物質は使用していないので、目標、取組みはない。

　　３　土木部を増設したため売上額が増えたため、基準年の変更を行った。

　評　価

101.6%

1 13,193       12881

ｔ 2,997         2,907         1583

L

令和5年度 令和5年度

基準年 目　標

97.6%

評　　価
(目標達成率⁼
＝実績/目標)実績

276,167     267,882     235,926 88.1%

令和4年度

ｋWh 13,601       

廃棄物の搬出量

項　　　　目 単　位

二酸化炭素総排出量

90,077       87,375       74850 85.7%

使用水量 ｍ3 1.43 1.39

kg-CO2

電気使用量

15,436       14,973       15206ガソリン使用量 L

1.08 77.9%

軽油使用量

54.5%

従業員の資格取得補助 件 25 26 38 146.2%

2 2 100.0%

化学物質の使用量

電気使用量の削減 電気の消費量を抑えるため、こまめに不要照明の消灯、外出時のパソコンの電源オフ
を実行した結果、目標を達成することができた。

二酸化炭素削減 二酸化炭素排出量は目標の値を達成できた。売り上げも1.4倍近く増加している。この
状態を保てるようこれからも努力したい。

取組目標 評価

環境に考慮した資機材採用の促進 件 2

環境に配慮した資機材採用の
促進

すでに環境の配慮した低騒音・超低騒音型、国土交通省　特定特殊自動車排出ガス
2011、2014年基準適合車を配備している。また新たに2台の環境型の機械を配備し
た。このまま継続する。

従業員の資格取得 当初26件52名を予定していたが、38件55人の資格取得を補助した。

使用水量の削減 水道の施設が宇部営業所にはないため、飲料水は購入している。手洗い・トイレ・などの水はそ
の都度外部からポリタンクで搬入している。使用量は、目標値を達成できた。

廃棄物排出量の削減 廃棄物の排出量は、自社分においては環境活動の周知徹底により結果は良好である
が、解体工事や社外からの受け入れ分については工事量及び受け入れ量に左右され
る。

軽油使用量の削減 軽油の使用量も土木部門増設のための工事量増加で基準年の変更を行った結果、目
標値を達成することができた。

基準値より使用量が増えているが、遠方への移動が増えたためと考えられる。次年度
推移を観察しながら対策を考える。
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ガソリン使用量の削減



◆５－３　環境経営計画の評価

　次年度の取組内容

次年度もこの環境経営計画を継続する

社内全体で節水を意識し、環境活動を徹底
する。

従業員に対して、必要な資格取得の補助
を、会社として全面的にバックアップする。

考察及び今後の取組内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

取組目標 活動項目

4

1
エアコン　冷房２８℃、暖房２０℃
の設定

電気使用量の削減

3 不要照明の消灯の徹底

2
休憩時間、外出時パソコンの電源
オフ

省エネ運転の実施

待機電力の削減

アイドリングストップの励行

過積載の防止

2

1

4 法定速度厳守

5

車両の始業前点検の実施

廃棄物発生の抑制
1

環
境
に
配
慮
し
た

資
機
材
購
入
の
促

進 現場における環境目
標

電力・ガソリン・軽油使用量は現場数や現場
への通勤距離　現場の規模に左右されやす
く、必要燃料のため削減の目標とするには難
しい項目である。土木部増設などがあって売
上高も増加したが、概ね目標を達成できたの
でこの状態を保っていけるよう努力する。

3 乗合の励行

2 車両の始業前点検の実施

1

節水活動の実施

現在国土交通省認定　低騒音型・超低騒音
型　又、国土交通省　特定特殊自動車排出
ガス2011、2014年基準適合車を配備してい
る。

従
業
員
の
資
格

取
得

資格取得の補助

1
従業員に対し、必要な資格取得
の補助を行う

1 環境配慮型建設機械の使用

廃
棄
物
搬
出
量

の
削
減

現場での再利用

廃棄物の適正処理
1 リサイクル率１００％を目指す

5 アイドリングストップの励行

4

リサイクルの推進
1

ガソリン使用量の削
減

廃棄物の分別の徹底

省エネ運転の実施

法定速度厳守

廃棄物の分別においては徹底されている。再
利用においては裏紙の使用及びペーパーレ
スの推進（両面印刷・共通ホルダー作成等）
をこれからも維持していく。

軽油使用量の削減

3

8

使
用
水

量
の
削

減 使用水量の削減

1



◆６　環境関連法規などの遵守状況及び違反、訴訟等の有無

　環境関連法規などの一覧及びそれらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規への

違反はありませんでした。なお、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟

等もありませんでした。

マニフェスト年間集計と報告

事業者の一般的責務

消防用設備等の点検・報告

フロン排出抑制法 簡易点検・漏洩 簡易点検表 〇

〇総合点検：1回／年消防法 結果報告書

〇

評価

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

グリーン購入法

運搬・処理業者との委託契約

〇

報告期限6月末日

5年間の保存

環境物品の購入

評価項目

〇

契約書・許可書

法規・条例・規則

機器点検：2回／年

適用内容・規制基準値

9

契約書・許可書

マニフェストの保管

〇

〇A・B・D・E表の管理



◆７　代表者による全体評価と見直し・指示の結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　　　録　　　者　：　　　　　山本　繁俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認（代表者サイン）：

5 年 11 月 6 日

前田　光男

令和　５年　１１月　０６日

　　　山本　環境管理責任者
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環境経営目標
変更の必要性

環境経営方針の変更については基本理念、行動指針ともに現行のまま変更しな
い

体制変更後のデーターから目標値を設定しての結果が概ね目標を達成し、好ま
しい結果となった。この調子で来期も目標をを達成できることを期待する。

環境経営方針成約した内容について、全員が理解を深める様に環境への取組を
確実に実施できる様周知の場を設けること。

環境経営目標について、今のまま継続する。

環境経営システム
が有効に機能して
いるか

環境への取組が適
切に実施されてい
るか

①令和５年度環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施及び運用結果

提出した情報（インプット）

評　　　価　　(ア
ウトプット)

②環境関連法規制等の遵守状況

③外部からの環境に関する苦情や要望

④その他

評価及び見直しの実施何月日

評 価 者 名 （ 代 表 者 ）

令和

評 価 見 直 し に 参 加 し た 人

環境経営計画
変更の必要性

実施体制　　　　変
更の必要性

環境経営方針
変更の必要性

環境経営計画について、今のまま継続する。

若干社員の人数に変更があったが、実施体制については前回のまま変更の予定
は今のところない

見　直　し　（変
更の必要性・指
示）



◆８　環境活動内容

現場における騒音・排出ガス対策

PC　228US 超低騒音型　特定特殊自動車　排出ガス2011年基準適合車

2020燃費基準100％達成建設機械

令和４年　１２月配備

PC　55US 超低騒音型　特定特殊自動車　排出ガス2014年基準適合車

令和5年　4月配備

　本年度、新規導入建設機械
現場で使用する建設機械は低騒音、超低騒音型。排出ガス規制は国土交通省
特定特殊自動車排出ガス2011、2014年基準適合車を導入し、運用している。
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